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コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ

る
景
気
悪
化
、
木
材
な
ど
の

建
設
資
材
の
不
足
の
影
響
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
５

月
に
続
き
、
６
月
７
月
の
２

か
月
間
に
か
け
て
、
各
分
会

で
組
合
員
訪
問
行
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

訪
問
行
動
の
中
で
は
、
仲

間
の
状
況
を
聞
き
取
る
と
共

に
、
東
村
山
市
で
始
ま
っ
た

「
東
村
山
応
援
金
」
な
ど
、
各

種
給
付
金
制
度
の
周
知
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
春
の
月
間
で
新
た

に
仲
間
に
加
わ
っ
た
仲
間
に

は
、
新
加
入
者
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
ク
オ
カ
ー
ド
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
各
分
会
の
こ

の
夏
の
仲
間
づ
く
り
月
間
の

行
動
で
、
配
布
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

花
小
金
井
分
会
で
は
、
こ

の
春
に
加
入
し
た
仲
間
を

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
手
渡
す
た
め
に
訪
問
し

た
と
こ
ろ
、
大
変
歓
迎
さ
れ

「
家
に
上
が
っ
て
言
っ
て
く
だ

さ
い
と
」
と
招
き
入
れ
ら
れ

る
一
幕
が
あ
り
ま
し
た
。

美
園
分
会
は
、
新
入
学
祝

い
金
の
お
知
ら
せ
と
共
に
、

東
村
山
市
内
在
住
の
組
合
員

に
東
村
山
応
援
金
の
制
度
を

伝
え
、
実
際
の
申
請
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

柳
瀬
分
会
は
、
１
年
ぶ
り

に
夜
間
の
訪
問
行
動
を
再

開
、
新
加
入
キ
ャ
ン
ペ
ン
を

中
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

７
月
24

日
～
８

月
31

日
ま
で
、
夏

休
み
の
期
間
で
サ

ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ

ラ
ン
ド
が
特
別
優

待
価
格
で
利
用
で

き
る
割
引
が
行
わ

れ
ま
す
。

割
り
引
き
を
受

け
る
た
め
に
は
支

部
に
あ
る
割
引
チ

ラ
シ
の
窓
口
で
の
提
示
必
要

で
す
。
チ
ラ
シ
の
入
手
を
ご

希
望
の
方
は
支
部
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

な
お
、
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド

へ
の
の
入
場
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
の
事
前
予
約
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
登
場
し
、
お
店

や
ビ
ル
に
入
る
前
に

体
温
を
測
る
こ
と
が

当
た
り
前
の
社
会
に

な
っ
た
▼
よ
く
立
ち

寄
る
ビ
ル
の
入
口
に
、
体
温

を
測
定
す
る
機
械
が
設
置
さ

れ
た
▼
そ
れ
は
、
カ
メ
ラ
付

き
モ
ニ
タ
ー
で
、
前
に
立
つ

と
私
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
、

顔
の
表
面
温
度
を
計
測
す

る
。
私
は
、
肌
を
露
出
し
た

ほ
う
が
正
確
に
体
温
測
定
し

て
く
れ
る
と
思
い
、
マ
ス
ク

を
あ
ご
の
下
ま
で
下
げ
て
、

カ
メ
ラ
の
前
に
立
っ
た
▼
す

る
と
、
「
体
温
は
正
常
で
す
」

と
機
械
音
で
知
ら
せ
て
く
れ

た
が
、
さ
ら
に
続
け
て
「
マ

ス
ク
を
正
し
く
着
用
し
て
く

だ
さ
い
」
と
機
械
に
注
意
さ

れ
た
。
こ
ち
ら
は
良
か
れ
と

思
い
、
マ
ス
ク
を
下
げ
た
の

に
、
そ
の
善
意
を
無
視
さ

れ
、
注
意
さ
れ
る
な
ん
て
と

驚
い
た
▼
同
時
に
、
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
画
像
か
ら
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
に
よ
っ

て
、
顔
と
マ
ス
ク
の
区
別

や
、
顔
が
ど
の
部
分
ま
で
マ

ス
ク
で
お
お
わ
れ
て
い
る

か
、
識
別
で
き
る
機
械
が
身

近
に
存
在
し
て
い
る
事
に
も

驚
い
た
▼
Ａ
Ｉ
の
能
力
は
日

を
追
う
ご
と
に
向
上
し
て
い

る
。
菅
政
権
は
９
月
に
デ
ジ

タ
ル
庁
を
設
置
す
る
。
デ
ジ

タ
ル
監
視
を
許
さ
な
い
た
め

に
も
、
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
学
ば
な

く
て
は
と
強
く
思
う
？
（
三
）
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２０２１年７月１日

現勢２７０９名

１月当初比-11名

コロナ禍における組合員の生活再建を支援するため、東京土建
国保の保険料減免が昨年に引き続き実施されます。前回の国保
料減免とは対象となる方の基準などが変更されておりますで、申
請基準をご確認の上、基準に該当する方は支部事務所に相談の
上、申請手続きを行ってください。【☎042-342-2846】

①対象となる方
２０２１年の事業・給与等の収入が、２０１９・２０年

と比較して３０％以上減少した方。又は、新型コロナ感染
症により世帯主が 死亡又は重篤な傷病を負った方。
②保険料減免の期間
減収率に応じて２～４か月分となります。
③申請期間
７月１日～１１月１９日までの申請が必要です。

【減収率の計算方法】
２０２１年１月以降の連続した６か月間の収入と、２０

２０年又は２０１９年の収入を比較して計算を行います。
※計算の例
２０２１年１～６月の収入の合計額が３００万円の場合

は３００万×２＝６００万円を２０２１年の年収とみなし
て、２０２０年又は２０１９年の収入と比べます。

訪問行動の打ち合わせ中の柳瀬分会の宮本財政部長（右）と飛田副委員長

◎東村山応援金

東村山市の個人・法人が申請可能、今年４月以降の月単位の

収入を一昨年の同月と比べ、20％以上の減収で申請が可能。

◎雇用調整助成金

従業員に休業手当を支払った場合に、手当を国が補填してく

れる制度、コロナ特例で申請が簡素化されています。




